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「入出二門」の四字のみから筆者を推定するのは、困難である。しかし、 それを試みるために、 建長八年と同時期の親鸞自筆 『西







































































































































































































一方、真佛の声点は、 『皇太子聖徳奉讃』 （ 『影印高田古典』第

































































































































































































































































































ａ 「急」 の入声点における例外は、 有声音が続く喉内入声字 「亦」
キフ





























































































































































にも「緩」声点加点例が存した。また、 「 ・佛・別」は、坂東本『教行信証』にも、 「緩」声点加点例が見られる。坂東本『教
行信証』においては、他に「日・逸・活・決・忽・術・述・奪・脱・伐・劣・闥」に「緩」声点加点例が存する。








































































文参照） 」として、 『入出二門偈頌』巻末カラー写真一葉を、巻頭に掲げている。これ以前は、高田山蔵『入出二門偈頌』は、親鸞筆と信じられていた。 『影印高田古典』第一巻の新光晴解説も指摘するとおり、本文は親鸞書写本に依っており、親鸞が使用した漢字の字体を踏襲しているためである。
( ３
)
親鸞が「支」と「友」とを交替させる場合が有ったことが、 『影印高田古典』第四巻解説五三九頁に 指摘されている。しかし、親鸞の「友」は、 「支」と字形が近いものの、両字は明
らかに異なる。
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